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病院・診療所のみなさまへ
　いつも当院をご利用くださり、誠にありがとうございます。いよいよ平成
が終わり、新しい時代が始まります。令和におきましては、病院・診療所の
みなさまとの連携をより一層深めて参りたい所存でございます。どうぞ宜し
くお願い申し上げます。
　2017 年 9 月より内容・デザインを一新した『城陽江尻病院だより』ですが、
2019 年 4 月号ができあがりましたのでご高覧いただけますと幸いです。今号
の特集は、「当院の整形外科診療について」と「患者さまのご負担を軽減する
ための取り組み」となっております。ぜひご一読ください。

　当院は、病院長が放射線科医師であることもあり、画像診断装置は比較的
新しいものを設置しています。骨折の診断はまず臨床所見と X 線撮影で行い
ますが、中には臨床所見が骨折の様相を呈しているにも関わらず X 線写真で
骨折を見つけられないことがあります。しかしこのような場合でも、鮮明な
MRI 画像により潜在的な骨折を発見することができたり（図 1）、骨同士が重
なり合って見えなかった骨折を CT 画像で発見し正確な骨折線の方向を確認す
ることができたりします。当院にはご高齢の患者さまや透析患者さまが多く、
骨質の関係から軽微な外傷での潜在骨折が多々あり、その診断に MRI や CT を
役立てています。
　また、手術はできるだけ低侵襲なものを心がけています。例えば、踵骨骨
折はプレート固定がスタンダードになってきていますが、透析患者さまのよ
うに血行障害がある場合、広範な皮膚壊死をきたす危険があります。当院で
行っている Westhues 釘での経皮的整復は、術前に CT で各方向の断面像と
3D 像を作成し観血的に直視するよりも正確に骨折の状態を把握した上で行う
ため、低侵襲なだけでなく、X 線写真と術中イメージだけで行うよりも正確で
す。整復後の空隙には人工骨ペーストを充填することで安定した固定が得ら
れ、プレート固定とほぼ同じ後療法プログラムで冶療することができていま
す（図 2）。

当院の整形外科診療について



図 2：踵骨骨折に対し、Westhues 釘での経皮的整復および人工骨ペースト充填を行っ
た症例です。左の術前 X 線写真と比べて、右の術後 X 線写真ではベーラー角の改善
を認めます。

図 1：左大腿骨頚基部骨折の症例です。左の X 線写真では骨折が不明瞭ですが、右
のMRI 画像では明らかな骨折を確認できます。



患者さまのご負担を軽減するための取り組み
　日本では病気になった国民の経済的負担を減らすための制度がたくさんあ
りますが、複雑であったり、周知されていなかったりするため、利用できる
にも関わらず利用していない方が少なくありません。当院では、患者さまの
ご負担を少しでも軽減できるよう努力を続けています。
　例えば、当院では透析導入される患者さまが多いため、以前より身体障害
者手帳の申請について説明を行うようにしていました。しかし、スタッフの
説明方法にばらつきがあり、申請したほうがよいにも関わらず申請されてい
ない患者さまがいらっしゃるという課題がありました。そこで最近、スタッ
フ間で説明方法のブラッシュアップおよび統一を図りました。その結果、「そ
んな制度があるとは知りませんでした。申請します」とおっしゃられた患者
さま、ご家族が多数出ました。また、難病医療費助成制度についても、当院
で症例の多い多発性のう胞腎を中心に、パンフレットを用いてしっかりと説
明し、医療費に対する不安が取り除かれるよう心がけています。医療機関ご
とに 1 か月の支払額が限度額までで済むようになる限度額適用認定証につい
ては、以前よりも分かりやすい資料を作成し（右図）、それをもって説明する
ようにし始めたところ、申請する方が非常に増えました。
　今後も各制度の理解に努め、伝え方を工夫していき、患者さま、ご家族の
ご負担を少しでも軽減できるよう取り組んでいきたいと思います。



患者さま、ご家族にお配りしている資料の一例



看護師ケーススタディ発表会、実践報告発表会

新入職員オリエンテーション

（写真左）2019 年 3 月 18 日に卒後 2 年目の看護師 5 名によるケーススタディ発
表会が行われました。どのケースからも多くの学びを得られました。
（写真右）2019 年 3 月 20 日に 3 階西病棟、リハビリテーション課、事務部によ
る実践報告発表会が行われました。どの部門も患者さん想いで興味深い発表でし
た。投票の結果、3階西病棟が最優秀賞を受賞しました。

2019 年 4 月 1・2・3 日に新入職員オリエンテーションが行われました。今年も
やる気に満ちあふれた方がたくさん入職し、多くのことを学び、活気のある 3
日間でした。今は各職場に分かれ、先輩が見守る中で、さらに多くのことを学ん
でいってもらっています。



患者さまのご予約方法
入院・転院のご依頼
外来診療のご依頼
上部・下部消化管内視鏡のご依頼

　　　➡　079-225-1231（地域連携課）にお電話ください。
　　　　　担当医と調整の上、予約を入れさせていただきます。

CT・MRI・超音波・骨密度・サーモグラフィー・マンモグラフィーのご依頼

　　　➡　079-225-1231（放射線課）にお電話ください。
※ 受付時間は 8:30 ～ 19:00 となっております（日曜、祝日を除く）。

ご予約後の流れ
患者さまに、以下のものをご持参いただくようお伝えください。

　　　　　貴院からの診療情報提供書（紹介状）
　　　　　　　（CT・MRI をご依頼の場合は所見用紙）
　　　　　健康保険証
　　　　　当院受診歴のある方は、当院の診察券
　　　　　（必要に応じて）貴院での血液検査結果、投薬情報

患者さまに、来院当日は1階総合受付にお越しいただくようお伝えください。
スタッフがご案内いたします。



〒670-0947 兵庫県姫路市北条1丁目279
ホームページ：www.ejirihospital.or.jp
代表 Tel：079-225-1231
　　Fax：079-222-0154
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